
平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  

学 校 名 岐阜県立海津特別支援学校 

実 施 期 間 平成２５年１１月２３日（土） 

実 施 概 要 文化祭の公開 

①ステージ発表（学習成果の発表） 

②昼食バザー・日用品バザー 

③作業製品販売 

④ステージイベント 

⑤児童生徒作品展示 

⑥あそびの広場（読み聞かせ 折り紙等） 

実 施 内 容 学習・取組の分野 

  □自然   □歴史   ■文化   □産業   □その他 

公開の方法 

  ■授業公開   ■成果発表   ■交流活動   □講演会等 

  □地域行事等参加   □その他 

来 校 者 数 保 護 者 ２００人 
 計       ３５０人 

地域関係者 １５０人 

実 施 状 況 ①ステージ発表 

小学部低学年 劇「しろくまちゃんのホットケーキ」 

小学部高学年 劇「シンデレラ」 

中学部 劇「キャッツ ～ふたたび～」 

高等部 劇「海津 夢リンピック」 

②昼食バザー・日用品バザー 

ＰＴＡによる昼食バザー・日用品バザー 

 同窓会によるお菓子販売 

③作業製品販売(中学部) 

ハンドクラフト班「雑巾」 

ペーパークラフト班「油吸い取りパック・しおり等」 

ハッピークラフト班「ビーズマグネット」 

③作業製品販売（高等部） 

園芸班「カブ、大根、ねぎ等の野菜」 

食品加工班「あんパン、ハムロールパン、メロンパン等」 

陶芸班「茶碗、皿等の各種陶器」、「絵付け体験」 

手芸班「コットンタオル、トートバッグ、エコバッグ等」 

④ステージイベント 

 音楽部「合唱」 

 職員有志「バンド演奏」 

生徒と職員の有志「歌とダンス」 



 

成果及び課題 ・今年度は舞台照明を充実させ、特設ステージを明るく照らすことで舞台 

発表を盛り上げた。各部の劇発表は、脚本や背景・道具等に工夫を凝ら 

し、児童生徒は多くの拍手をあびて達成感を味わうことができた。                                  

・中学部、高等部の作業製品販売では、来客に元気に呼びかけることで多 

くの製品が売れ、生徒たちは喜びを感じることができた。販売会場は多 

くの地域住民や保護者で賑わい、児童生徒の活動を知っていただくよい 

機会になった。 

・どの販売コーナーにも行列ができ、製品に対して「よい物が安いですね」 

という声も聞かれ、地域の理解が深まるとともに、生徒の意欲につなが 

った。 

・遊びの広場や駐車場の整理等では、ボランティアの協力を得ることがで 

き、盛況のうちに無事に終えることができた。今後も、地域の学校とし 

て、児童生徒の社会的自立につながるよう、地域と一体になった学校行 

事への取組を進めていきたい。 


